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令和７ 年度 相談状況について  

１   受付状況（ 令和７ 年 4 月～令和８ 年 3 月）  

   相談室開設 10 年目と なる 令和７ 年度に障害福祉課相談室に寄せら れた相談は 50

件であり 、 昨年度（ 60 件） よ り も 相談件数は減少し た。  

相談 50 件のう ち、 差別に関する 相談は６ 件（ 全体の 12.0％）、 そのう ち、「 不利

益取扱い」 に該当する も のは０ 件、「 合理的配慮の不提供」 に該当する も のは６ 件

（ 12.0％） であった。  

 

 

 

２  相談者別取扱い件数 

相談室での受付状況（ 令和７ 年度相談件数50件の内訳）

 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度 

障害者本人 57（  71％）  47（  78％）  39（  78％）  

障害者の家族・ 親族   10（  13％）  2（   3％）  5（  10％）  

障害者の関係者（ 施設職員等）    4（   5％）  1（   2％）  2（   4％）  

友人・ 知人 1（   1％）  2（   3％）  － 

地域相談員 1（   1％）  3（   5％）  2（   4％）  

関係団体 1（   1％）  － － 

事業者 2（   3％）  2（   3％）  1（   2％）  

県 (障害福祉課以外) 3（   4％）  1（   2％）  － 

市町村等 1（   1％）  1（   2％）  － 

その他 － 1（   2％）  － 

不明 － － 1（   2％）  

計 80（ 100％）  60（ 100％）  50（ 100％）  

その他 

生活上の悩み等に 

関する 相談  

4 4 件（ 8 8 .0  %  ）  

う ち 

不利益取扱い 

   0 件（  0 ％）  

合理的配慮の不提供 

６ 件（  1 2 .0 ％）  

差別に関する 相談  

６ 件 

( 1 2 .0  %  ) 

資料２  参考資料２
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３  相談方法別取扱い件数 

   令和５ 年度   令和６ 年度   令和７ 年度 

電  話 61（  76％）  53（  88％）  38（  76％）  

面  接 15（  19％）  6（  10％）  6（  12％）  

文  書 － － － 

電子メ ール・ FAX    4（   5％）     1（   2％）    6（  12％）  

そ の 他 － － － 

計   80（ 100％）    60（ 100％）  50（ 100％）  

４  相談態様別件数 

相談態様 

不利益取扱い 合理的配慮 その他 計 

令和
５       

年度 

令和
6      

年度 

令和
７       

年度 

令和
５       

年度 

令和
6      

年度 

令和
７       

年度 

令和
５       

年度 

令和
6      

年度 

令和
７       

年度 

令和 
５       

年度 

令和 
6      

年度 

令和 
７       

年度 

相手方 
と の調整  2   1 －  2  1  1  3 － －  7  2  1 

助言  1   3 －  4 －  1 19 19  7 24 22  8 

情報提供  －  － － －  1  3 4  2  3  4  3  6 

関係機関
の紹介  1  － －  2  1 － 14  5  8 17  6  8 

傾聴  5  1  －  5  4  1 17 19 25 27 24 26 

その他 － － － － － － 1 3 1  1  3  1 

計  9  5  0 13  7  6 58 48 44 80 60 50 

  

 関係機関の紹介等を行った事例 

相 談 内 容 紹介し た関係機関 

福祉サービス を受けている が、 ヘルパー、 ケアマネジャ ー、
派遣し ている 事業所の対応が不十分であり 不適切である 。  

当課地域生活支援係 
担当者 

地域相談員だが、住宅改善費補助金について相談さ れる こ と
が多い。 制度について教えてほし い。  市町村担当課 

自身が高齢になり 、知的障害のある 子や発達障害が疑われる
子の今後のこ と が心配になっ てき た。  

市町村の福祉担当課 
手を つなぐ 育成会 
発達障害専門医 

指定管理施設を利用し ている が、自身の障害への対応につい
て、利用募集要項の遵守事項における 運営側と 自身の認識に
違いがある 。  

消費生活センタ ー 
施設の所管課 

以前、 股関節を 入れ替える 手術を 受けたが、 現在、 症状があ
ま り よ く ない。身体障害者の等級を 上げる にはど う いう 状態
でなければなら ないのか。  

市町村の福祉担当課 

≪参考≫ 
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５  差別に関する 相談について 

(1)分野別相談件数 

 令和５ 年度 令和６ 年度 
令和７ 年度 

不利益 
取扱い 

合理的配慮 
不提供 計 

労働・ 雇用 1（  4. 5％）  － － 3（  50％）  3（  50％）  

商品販売・ ｻー ﾋﾞ ｽ 8（  36％）  5（  42％）  － 2（  33％）  2（  33％）  

情報提供・  
コミュニケーション 

4（  18％）  3（  25％）  － 1（  17％）  1（  17％）  

福祉サービス 2（   9％）  3（  25％）  － － － 

医療 － － － － － 

教育  1（  4. 5％）  － － － － 

建築物の利用 － － － － － 

交通機関の利用 5（  23％）  － － － － 

不動産取引  1（  4. 5％）  － － － － 

その他 － 1（   8％）  － － － 

    計 22（ 100％）  12（ 100％）  0（  0％）  6（ 100％）  6（ 100％）  

 

( 2)相談分野と 障害種別相談件数 

 

 

 

 
身体 

知的 精神 不明 その他 計 
視覚 聴覚 肢体 内部 小計 

労働・ 雇用       1 2  3 

商品販売・ サービス  2   2     2 

情報提供・ ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ       1   1 

福祉サービス            

医療           

教育           

建築物の利用           

交通機関の利用           

不動産取引           

その他           

計  2   2  2 2   6 
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( 3)相談者と 障害種別相談件数 

 

６  その他の相談について 

 「 その他」 に関する 相談を内容別に整理する と 、 「 個別の施設等への意見・ 要望」

と 「 その他生活に関する 内容」 が それぞれ17件と 最も 多く なっており 、 社会の

中で活動をする 際の周囲の無理解や施設利用等に不都合がある ための生活のし づ

ら さ についての内容が多く みら れた。  

次いで、「 各種手続き についての問い合わせ」「 障害者への適切な対応等に関す

る 問合せ」「 条例や障害についての啓発や要望」 がそれぞれ３ 件、「 友人や近隣と

のト ラ ブル」 が 1 件と なっている 。  

今後も さ ら に障害や障害のある 人に対する 誤解や偏見をなく し 、 理解を 深めて

いく ための啓発活動を よ り 推進し ていく こ と が重要である 。  

 

その他に関する 相談の内訳 

 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度 

個別の施設等への意見・ 要望 24 23 17 

その他生活に関する 内容 27 18 17 

各種手続き についての問合せ 1   2 3 

障害者への適切な対応等に関する 問合せ 2 2 3 

条例や障害についての啓発や要望 2 1 3 

友人や近隣と のト ラ ブル 2 2 1 

障害の定義や特性等についての質問 0  0 0 

      計 58 件 48 件 44 件 

 

 
身体 

知的 精神 その他 不明 計 
視覚 聴覚 肢体 内部 その他 小計 

本人  2 1   3  31  5 39 

家族・ 親族       2 3   5 

関係者（ 利用施設職員等）         1  1 2 

地域相談員        1  1 2 

事業者   1   1     1 

不明   1   1     1 

友人・ 知人            

県 (障害福祉課以外)             

市町村等            

その他            

計  2 3   5 2 36  7 50 
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７  個別の相談事例 

 【  事例① 】（ 労働・ 雇用）  

相談者 障害者雇用部署担当者 

相談内容 同僚の一人から の言動によ っ て症状が悪化し 、 仕事を する こ と や

さ ら には出勤する こ と も 難し く なっ た。 主治医から 部屋を 別にす

る など 、 その同僚と 物理的に距離を と る こ と を 勧めら れたと のこ

と だが、 職場の性質上困難であり 求めら れる 配慮ができ ないた

め、 合理的配慮の観点から の考え方を聞き たい。  

対 応 

状況から 、 別室を 設ける ための場所がない、 ま た業務の性質上、 別室で業務を行

う こ と が難し いこ と から 、 合理的配慮の観点と し て、 その配慮を 提供する こ と が

でき ないと し ても やむを 得ないと 考える こ と ができ る と し た。  

その後の本人と の話し 合いの結果、 机の配置を 工夫する こ と になった。  

結 果 

お互いの視界に入ら ない机の配置にし たこ と から 、 ある 程度の改善がみら れる よ

う になった。  

【  事例② 】（ 商品販売・ サービ ス ）  

相談者 聴覚障害のある 人 

相談内容 

 

 

鉄道会社が企画する 観光列車への申込み時に聴覚障害者である こ

と を 伝え、 音声情報に関する 代替手段を 求めたが、 現場にその情

報が共有さ れておら ず、 何ら の配慮も 受けら れないま ま 乗車し サ

ービ ス の中核部分を享受する こ と ができ なかっ た。 鉄道会社に伝

えたと こ ろ、「 社内の伝達ミ ス によ る 対応漏れ」 と 認めている に

も かかわら ず、 一部返金や代替措置のいずれにも 応じ てく れない。  

対 応 

当該鉄道会社に状況確認を行ったと こ ろ、 自社の認識・ 準備不足を認める も 、

「 過重な負担」 を 主張し た。 し かし 、 時間があったにも かかわら ず本人への連絡

や対応の検討も し ていないこ と から 、 それら の必要性と 法・ 条例の規定について

の説明を行い、 客観的に「 過重な負担」 と 判断する こ と が難し いと いう 県の見解

を 伝えた。  

ま た、 全社員への理解を 進める べく 研修等の充実や各種相談窓口の有効活用、 建

設的対話の重要性を伝えた。  

返金等の補償については、 県の介入はでき かねる 旨を双方に伝えた。  

結 果 

鉄道会社から は、 予約時の要望確認の徹底、 引継・ 連携の強化、 社員への再教育を実

施する と いう 回答があり 、相談者には、鉄道会社に伝えた県の見解と 鉄道会社の回答

を伝えたと こ ろ納得さ れた。  
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  【  事例③ 】（ その他）  

相談者 精神障害のある 人 

相談内容 

 

障害者用駐車ス ペース に駐車し たと こ ろ、 高齢の女性に「 障害者

用だ」 と 注意を さ れたので、 提示し てある 優先駐車許可証を 示し

たが謝り も し なかった。バッ グにはヘルプマーク も 付けている の

に気付かれも し なかっ た。一般的に障害者＝歩行困難な人と いう

イ メ ージが強く 、精神障害や内部障害など 見た目でわから ない障

害は理解さ れにく い。ヘルプマーク や見た目でわかり にく い障害

への理解を 広めてほし い。  

 対 応 

障害者差別解消の普及啓発活動の中で、ヘルプマーク の認知度向上が課題と 認識

し ている 。 今後、 さ ら なる 普及啓発に努めていき たい。  

  【  事例④ 】（ その他）  

相談者 市民 

相談内容 

 

市役所の立体駐車場で、車いすを 使用し ている 人がほう き で清掃

をし ている のに驚いた。役所なのになぜ障害者に清掃を さ せる の

か疑問を感じ た。 健常者がする べき だと 思わないか。  

対 応 

当該市役所に確認をし たと こ ろ、 清掃は別に委託を し ており 、 障害のある 方へ

の委託はし ていない。 庁内の駐車場を利用し ている 車いす使用職員が自主的に

清掃を し たと 考えら れる と のこ と であっ た。  

結 果 

相談者には、 障害があっ ても でき る こ と はし たいと いう 思いを 持っている 方が

いる こ と や障害のある 人の社会参加につながる と いう こ と を説明し 、 理解を 求

めた。  

【  事例⑤ 】（ その他）  

相談者 バリ アフ リ ーのないビ ルに入居し ている 団体 

相談内容 当団体が入居し ている ビ ルにはバリ アフ リ ーの設備がない。  

来訪者が車いすを 使用し ている 場合には介助が必要と なる が、

当方から 入口に迎えに行く 旨を伝えないと 「 合理的配慮がな

い」 と さ れる のか。  

迎えに行く 人手がない場合は、 配慮ができ ないと いう 正当な理

由と なる のか。  

部屋ま で来ても ら う 必要のない用件の場合に、 当方から 入口ま

で出向いて対応する と いう のは合理的配慮と なる か。  
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対 応 

予め来訪者が車いすを 使用し ている こ と がわかっている 場合は、 合理的配慮と

し て迎えに行く こ と を 伝えて介助を する こ と が求めら れる と 考える 。 （ 相手か

ら 配慮が必要なこ と が伝えら れていない場合はその限り ではない。 ）  

迎えに行く 人手がないと いう 場合は、 そのこ と を相手に伝えて、 話し 合う こ と

で別の方法を 探る こ と が大切である 。  

例と し て示さ れた、 「 介助を する 必要のない場所へ出向いて対応する こ と 」

は、 話し 合っ たう えで相手が受け入れれば合理的配慮と なる 。  

 


